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本日の内容

１．『探究』に取り組む意義は？

２．『探究』としての３つのポイント

３．『探究』の在り方

４．探究学習の重要なポイント

５．学習内容の工夫･打開策

６．評価の仕方

７．生徒の変容

８．東百舌鳥での今後の取り組み



１．『探究』に取り組む意義は？

生徒全員が『社会で必要とされる力』を一貫して、
段階的・継続的に学ぶ科目である。

【社会で必要とされる力】⇔ 【探究のプロセス】

① 課題（仮説）の設定 ② 情報の収集

③ 整理・分析 ④ まとめ・表現

『生徒に身に付けさせたい力』



２．『探究』としての３つのポイント
Point１

「学力の３要素」「学校の教育目標」を踏ま

えた「総合的な探究の時間」の目標設定

Point２

小中学校の「総合」との違いを明確化

Point３

不適切な内容は見直す



「総合的な探究の時間」の目標設定

『探究』として、育てたい資質・能力を設定
し、3年間の評価指標を作成し、視覚化

東百舌鳥で育てたい５つの資質・能力

『問題発見力』 『情報収集・分析力』

『表現力』 『発想力』 『協働力』

※別紙１



別紙１



１） １年次の探究のあり方

探究の基礎・基本かつ汎用性のある学習を

中心とし、探究学習の意義を理解する。

２） ２年次の探究のあり方

探究を深める学習を中心に、社会に興味を

持ち、つながりを感じる。

３） ３年次の探究のあり方

進路と探究との関連を明確にし、希望する

進路の実現につなげる。

『探究』の３年計画



小中学校の「総合」との違いを明確化

・次の点に注意して、取組内容をより具体的にすること

① 『自己の在り方・生き方を考えながら、よりよく課題

を発見し解決する』（新学習指導要領）

②探究の時間だけでなく、各教科の専門性を活かし、

「探究」の質を高めること

③ 「探究」がより自律的に行われていること

④自己の在り方・生き方につながる課題を設定すること

⑤生徒自ら課題を設定する際に、その過程を大切にし、

重視すること



不適切な内容は見直す

【課題１】

特別活動の補完的内容は、不適切

⇒前提として、『探究』として年間通じて一貫した

授業であること

【課題2】

探究学習としてのプロセスが不透明

⇒実施計画に基づいて、より具体的に単元や年

間での位置づけを行い内容を整理すること



特別活動を『探究』に

探究の切り口で見直し、探究学習として位
置付けできる内容に変更することで、特別
活動の内容も活かし、探究の時間も確保

例 実力テストのやり直し ⇒ 進路探究の一環

修学旅行の体験 ⇒ 探究学習の一環

交通安全指導 ⇒ 探究学習の1つの単元



３． 『探究』の在り方

１） 『育てたい生徒』はカリキュラム全体で補うため、

探究学習と主体的・対話的な深い学びを両立。

※『探究』だけの効果の特定は必要以上にしない。

２）『探究』を通じて育てたい資質・能力が身につい

ていることを生徒自身が実感できる内容とする。

※入試や外部機関で評価されることを目的とせ

ず、外部向けの資料やデータ整理を極力避ける。



『探究』の在り方

３）『探究』は進路探究と学年探究の２面の

３年計画とし、継続しやすい内容とする。

４）専門的な知識や技術をあまり必要とせず、

基本的に担任が生徒の実態に合わせた

指導しやすい内容とする。

※少人数体制や外部との連携を必須とする

などの特別な対応は必要最低限とする。



１） プランニング（目標⇒日程⇒内容）

・現状の生徒の実態に寄り添ったプランニング

が最優先事項

⇒指導する教員にとって、簡潔かつ指導し易い

プランニングを作成すること

２） ファシリテーション（担当⇒教員⇒生徒）

・ 教員に対する探究の時間の目標の伝え方

・ 担当教員の負担を必要最低限にすること

⇒事前準備・当日の内容・事後処理を徹底！

４．探究学習の重要なポイント

※別紙２



別紙２



５．学習内容の工夫･打開策

１．各単元における明確な目標設定

①探究のプロセスを知るための単元

②発表のスキルを向上させる単元

③エビデンスを追求するための単元

④自発的に課題・仮説を設定する単元

最終目標

生徒自らプロセスを意識して、探究学習に

取り組めること



学習内容の工夫･打開策

２．探究のプロセスをしっかりと構築すること

⇒段階的に学習させるための単元を設定

①身近な問題 ⇒ 身の回りの疑問

②国内の問題 ⇒地域や修学旅行先

③世界の問題 ⇒身近な問題から SDGsを知る

３．生徒が体験できる単元や内容を設定

⇒生徒のモチベーションの向上により、課題（仮説）

設定の難しさの解消、エビデンスの追求が深まる



生徒の評価方法の確立

診断的評価・形成的評価・総括的評価

１）各単元ごとに育てたいの資質・能力を厳選し、

生徒の理解できる評価指標を作成

２）1年次の最初と年度末にアンケートを実施し、

生徒に育てたい資質・能力の『伸び』をフィー

ドバック

３） 『探究』の総括的評価は、４段階の文章表記

６．評価の仕方

※別紙４

※別紙３



別紙３ 生徒同士の相互評価指標



別紙４ 単元ごとの形成的評価



別紙４ 年度末時の形成的評価



別紙４ 単元ごとの形成的評価





７．生徒の変容
【主体性の向上】 自発的に取り組む姿勢が増える。

① SDGｓ関連 自分たちが考える取組みを実際にしていたイギリ
スのトッドモーデンという町の評議会に英文メールでその取り組
みについての質疑応答を実行 ※ 自主的に翻訳機を活用しなが
ら、英語教員に正しい文章になるよう支援してもらうようになった。

② エントリーシートの書き方や面接の仕方を進路探究で取り組
んだ結果、放課後などに生徒自身が自主的に取り組む姿勢が見
られるようになり、進路指導がし易くなった。

③ 修学旅行での民泊にて、事前に設定した課題・仮説に対して、
直接、現地の方より問題点などを話してもらったことで、その後の
情報分析時のエビデンスの追求や課題に対する提案などを意欲
的に取り組む生徒が増加。※修学旅行の満足度調査でも民泊で
の探究学習を挙げる生徒も出てきた。



生徒の変容
【生徒のプレゼンスキルが顕著に上昇】
① 主体的に取り組むようになることで、大多数の生
徒がメモを見ずに、それぞれの言葉で発表できるよ
うになった。

② テンプレートから作成する資料からフリーレイア
ウトの資料を提出する生徒が増えた。

③ 情報の正しさを証明するためのエビデンス（グラ
フや数値の表示、情報源など）がしっかりと記載され
るようになった。

④ プレゼンの内容に対する唐突な質問にも、臆せ
ず回答できる生徒が増えてきた。



生徒の変容

【進路への影響】

① 探究学習のSDGｓに関わり、社会貢献を意識
するようになり、成りたい職業や進学先を見出す
生徒もでてきた。

➁ 卒業生が来校した際に、進学先で探究学習で
の活動（特に発表）が役立ったという話を聞く教員
が増えた。

③ AO入試での合格率アップ



１．探究担当者と担任の負担軽減のため、

探究の内容を見直し、スリム化

２．全科目で、育てたい資質・能力を視覚

化し、関連単元配列表を作成すること

で、育てたい資質・能力と授業内容の

両面で、教科等横断的な視点によるカ

リキュラム編成と実施

８．東百舌鳥での今後の取り組み



カリキュラムマネジメントの確立

カリキュラム・マネジメントの確立

教科・科目での育てたい資質・能力を視覚化

教科等横断的な視点で教育課程の編成・実施

東百舌鳥高生としてスクールポリシーを整理し、『総
合的な探究の時間』で育てたい資質・能力を設定

※別紙５



別紙５ 科目〇○で育てたい資質・能力



今後とも御指導・ご鞭撻を宜しくお願い致します。

ご清聴ありがとうございました。


